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覚

超

観

心

説

の
諸

相

窪

田

哲

正

一

問
題

の
所
在

本
稿
で
は
、
都
率
覚
超

(九
五
二
～
一
〇
三
四
)
の
作
と
さ
れ
る
種
々

の
観
心
義
文
献
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
諸
書
の
観
心
説
を
、
観
心
の
対

境
に
つ
い
て
の
論
、
つ
ま
り
観
境
説
の
ち
が
い
か
ら
分
類
す
る
と

(1
)

天
台
伝
統
的
観
心
説

[第
六
識
妄
心
観
説
]
、
(11
)
〈生
死
最
初
心
、
元

初

一
念
〉
観

心
説

[第
八
識
無
明
観
説
]
、

(m
)
〈実
相

・
理
〉
観
心

説

[真
心
観

説
]、
(W
)
独
特

の
口
伝
法
門
、
の
四
つ
に
大
分
で
き
る
。

こ
の
分
類
に
よ
り
、
覚
超
作
と
さ
れ
る
諸
書
を
、
は
じ
め
に
真
偽
未
決

書
、
次
に
確
実
な
著
作
、
の
順
に
検
討
し
、
彼
の
観
心
説
と
さ
れ
る
諸

説
の
実
態
を
考
え
て
み
た
い
。

二

覚
超
、
真
偽
未
決
書

に
お
け
る
観
心
説

(1
)
天
台
伝
統
的
観
心
説

A

『円
融
仏
意
集
』
(仏
全
二
四
所
収
)

こ
の
書

で
は

「円
融
者
大
覚
之
心
源
也
。
・
:
観
二
介
爾

一
念
之
心
即

空
即
仮
即
中
一也
」
と
い
い
、
「介
爾

一
念
の
心
」

に
お
い
て
三
諦
円
融

を
観
ず

る
と
こ
ろ
を

「大
覚
之
心
源
」
と
説
く

が
、
こ
の
観
心
説
は

『摩
詞
止
観
』

の
説
に
忠
実
な
立
場
で
あ
る
。

(H
)
〈生
死
最
初
心

・
元
初

一
念
〉
観
心
説

　ユ
　

B

『観

一
念
抄
』

(『観

一
念
心
』
叡
山
文
庫
蔵
)

こ
の
書
で
は
天
台
疏
釈
中

の

「
一
念
無
明
」
の
語
を
集
録
し
、
観
心

の
対
境
と
し
て
の

一
念
心

(「
一
念
無
明
」)
を

「仁
王
経
、
起
信
論
等

所
説
の
生
死
最
初

一
念

に
同
じ
」
と
示
す
。
『
止
観
』
五

の

一
念
三
千

を
明
か
す
段

の

一
念

は
、
伝
統
的
に
は
凡
夫
現
前

の
日
常

心
の

一
念

(証
真
い
う

「根
塵
相
対

一
念
」)
だ
と
さ
れ
の
で
あ
る
が
、
『観

一
念
抄
』

は
こ
れ
を

「生
死
最
初

一
念
」
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　　
　

C

『私
用
心

・
私
案
』

(金
沢
文
庫
蔵
)

覚
超
の
撰
号
を
持

つ
金
沢
文
庫
蔵
本

『私
用
心
』
に
は

「私
案
」
に

始
ま
る
本
文
と
別
の

一
段

(叡
山
文
庫
本
、
京
大
本
に
は
無
し
)
が
あ
る
。

い
ま
仮
に
そ
の
部
分
を

「私
案
」
と
呼
ぶ
が
、
そ

の
中
に
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以
二無
始
最
初

一
念
一為
二根
本
無
明
一。
凡

一
切
世
間
界
善
悪
諸
法
従
二彼

一
念

無
明
一而
生
。
是
諸
法
之
本
也
。
故
以
二諸
法
一摂
二彼

一
念
一、
以
レ此
為
二顕
密

行
者
所
観
不
思
議
境
一。

と
い
い
、

「無
始
最
初

一
念
」
(頼
耶

一
念
)
を
観
境
と
示
す

一
節
が

あ
る
。

D

『
一
念

頒
決
』

(仏
全
二
四
所
収
)

右
の
生
死
最
初

一
念
観
説
を
発
展
さ
せ
た
内
容
を
説
く
の
が

『
一
念

頒
決
』
で
あ

る
。
本
書
で
は

「元
初

一
念
者
第
八
識
也
。
此
識
起
二
妄

本
覚
理
一。
故
迷
云
レ識
也
。
迷
者
眠
心
也
。
故
此
識
云
三
兀
品
無
明
一。」

と
示
す
ご
と
く
、
生
死
最
初
心
を
元
初

一
念
と
呼
び
、
そ
れ
を
第
八
識
、

阿
頼
耶
識
、
ま
た
元
品
無
明
だ
と
す
る
。
こ
の
書
の
意
が
元
初

一
念
観

に
あ
つ
た
こ
と
は
後

の
恵
心
流
の

『天
台
直
雑
』
が

「都
率
先
徳
、
覚

　
マ
マ
　

大
師
、
『
一
念

頓

決
』
.趣
ハ迷
心
最
初
観
二第
八
識
一可
レ云
」

(天
全

一

七
・
三
〇
下
)
と
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

(皿
)
〈実
相

・
理
〉
観
心
説

E

『実
相
義
問
答

・
別
記
』
(仏
全
二
四
所
収
)
」

こ
の
書
の
前
半
は
衆
生
心
に
三
諦
を
観
ず
る
こ
と
を
説
く

の
で
、
観

心
説
と
し
て
は

(1
)
に
い
れ
る
べ
き
内
容

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の

後
半
の

「別
記
」
の
部
分
で
は
、
「事
惣
体
と
い
う
は

一
念
無
明
な
り
、

理
惣
体
と
い
う
は

一
念
無
明
の
性
な
り
」
と
い
い
、
そ
の
性
を
法
性
、

実
相
、
中
道
、
第

一
義
諦
等
と
名
づ
け
る
と
説
き
、
理
の
立
場
が
強
調

さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
う
け
た
観
心
の
あ
り
か
た
を

行
者
須
人観
下
即
二法
性
一之
無
明
上、
顕
地
即
二無
明
一之
法
性
天也
。
成
仏
之
要
、

只
在
二於
斯
一而
已
。

と
示
す
。

こ
の
文
を

『天
台
直
雑
』

(天
全

一
七

・
二
九
下
)
は
妄
心

観
説
の

一
根
拠
と
す
る
が
、
し
か
し
こ
の

「別
記
」
の
本
旨
は
三
諦

の

理
の
強
調
で
あ
つ
て
、
そ
の
末
段
に

初
心
観
、只
応
レ念
二
一
実
絶
待
之
理
一。故
云
下但
信
二法
性
一不
レ信
中其
諸
上云
々
。

と
い
う
の
を
こ
の
書
の
観
心
説
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

「絶
待

之
理
」
を
念
ず
る
と
は
実
相

・
理
観
す
な
わ
ち
真
心
観
説
で
あ
る
。
ま

た
引
用
さ
れ
た

「但
信
二法
性

一不
レ信
二其
諸

一」

の
文
は
い
う
ま

で
も

な
く
、
趙
宋
天
台
山
外
派
が
真
心
観
説

の
根
拠

と
し
た
も
の
で
あ
り
、

本
書
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

F

『私
用
心
』

(金
沢
文
庫
蔵
)

　
マ
マ
　

前
出
の
C
の
本
文
で
は

『起
信
論
』

の

「阿

頼

耶

一
念
」

の
性
を

問
題
と
し
、

「実
相
観
」

の
究
極
的
立
場
と
し
て

「今
、
諸
法
を
会
し

て

一
心
の
性
に
入
れ
、
も

つ
て

一
理
と
な
す
。
そ

の

一
理
の
上
に
三
義

を
分
別
す
る
な
り
。
是
を
不
思
議

一
心
三
諦
と
名
つ
く
」
と
説
く
。
こ

れ
は
後
の
尊
舜

(『止
観
見
聞
添
註
』
)
い
う
と
こ
ろ
の
都
卒
の

「五
重
簡

　ヨ

境
用
観
」
説

の
第
五
重
の
義
に
あ
た
る
も

の
で
あ
り
、
覚
超
が
観
真
説

だ
つ
た
と
す
る
根
拠
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(W
)
独
特

の
口
伝
法
門
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G

『
己
心
中
記
』
(仏
全
二
四
所
収
)

こ
の
書

で
は
、
道
場

の
東
西
に
明
鏡
二
面
を
相
対
さ
せ
て
掛
け
、
そ

の
中
間
に
行
者
が
坐
す

一
連
の
作
法
を

一
念
三
千
観
と
す
る
。

以
上
、
覚
超
作
と
伝
え
ら
れ
る
諸
文
献
を
概
観
し
た
が
、
伝
統
説
要

約
の

(1
)
と
、
他
の
資
料
と
論
旨
を
大
き
く
異
に
す
る
点
で
後
世
の

　
　

　

口
伝
文
献

と
考
え
ら
れ
る

(W
)
と
を
除
く
と
、
(11
)
の

〈生
死
最
初

心

・
元
初

一
念
〉
観
心
説
と
、

(皿
)
の

〈実
相

・
理
〉
観
心
説
と
が

覚
超
に
よ

つ
て
主
張
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
こ
れ
ら

二
説
の
中
、

い
ず
れ
が
覚
超
説
か
と
い
う
こ
と
が
後
世
議
論
と
な
つ
た

(『止
観
見
聞
添
註
』
五
之

一
参
照
)。

三

確
実
な
覚
超
文
献

に

お
け

る
観

心
説

次
に
覚
超

の
確
実
な
三
つ
の
文
献
を
取
り
上
げ
、
年
代
順
に
検
討
す

る
。

H

『五
相
成
身
私
記
』
長
和
二
年

(
一
〇

一
三
、
五
十
四
才
)
撰

本
書
は
密
教
の
修
行
で
あ
る
五
相
成
身
観

・
月
輪
観
の
観
法
を
説
く

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
月
輪
観
は
天
台

の
観
心
で
い
え
ば

「中
道
実
相

理
」
を
観
ず

る
こ
と
に
等
し
い
と
す
る
。
故
に
月
輪
観
の
本
意
は
こ
の

理
を
き
わ
め
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の

間
、
観
レ月
観
レ理
何
故
不
レ同
。
答
、
意
在
レ観
レ理
。
難
レ解
故
喩
レ月

(中
略
)

問
、
此
中
所
レ観
是
何
理
耶
。
答
、
以
レ義
推
レ之
、
応
レ観
二不
思
議
中
道
実
相

理

也
。

　　
　

と
の
問
答
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『経
』
、
『軌
』
の
説
を
踏
ま
え
月

輪
は
有
為
諸
法
を
生
み
出
す
阿
頼
耶
識
を
喩
え
た
も
の
で
も
あ
る
と

い

い
、
そ
の
本
性
浄
な
る
を
観
ず
る
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
説
を

前

の

(1
)
～

(m
)
の
分
類
に
対
応
さ
せ
て
考
え
て
み
る
に
、
観
心

の
実
修
の
場
面
で
の
月
輪
は

『経
』
、
『軌
』
に

い
う

「在
軽
霧
中
」

の

も
の
で
あ
り
、
「有
漏
」
位

の
阿
頼
耶
識

で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え

ば
ひ
と
ま
ず
前

の

(H
)
に
当
た
る
と

い
え
る
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し

本
書
は
そ
れ
に
も
ま
し
て
心
月
輪
、
阿
頼
耶
識

の
本
来
清
浄
な
る
こ
と

を
強
調
す
る
の
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
の
こ
と
か
ら
本
書
は

(m
)
の
立

場
に
い
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　

1

『
六

即

義

詮

要

記

』

寛

仁

四
年

(
一
〇

二
〇
、
六
十

一
才
)

再

治

本

書

(覚
超
再
治
箇

所
)

は
天

台

止

観

の
実

践

理

論

に

『
起

信

論

』
説

を

導

入
す

る

も

の

で

あ

り

、
特

色

あ

る

も

の

で
あ

る
。

例

え

ば

『
起

信

論

』

の
阿

梨

耶

識

に
関

連

し

て
次

の
よ

う

に

い
う

。

問
、
若
爾
今

言
二
一
念
心
即
如
来

蔵
理

一、
指
二
彼
梨
耶
之

一
念

一歎
。

答
、
総

而
言
レ
之
、

万
法
非

レ
無
二
如
来
蔵

理

一。
取
レ
要
言

レ之
、
応

レ観
二
無
始

梨
耶

一

念

一。
問
、
有

二何
証
拠

一立
二
此
義

一耶
。
答

、
既
依

二蔵
識

一明
二
別
円
教

一、
豊

不
レ
依
二
所
依
識

一為

二
観
心
之
要

一耶
。
止
五
云
、
若
欲
二
観
察

一須

レ伐

二
其
根

一

(中
略
)
今
当

二去

レ
丈
就
レ
尺
去
レ
尺
就

一レ
寸
。
置

二
色
等
四
陰

一但
観

二識
陰

一　
。

私
云
、
若
爾
応
下
去

レ寸
就

レ
分
置

二
七
識

先
観
中
本
識
上
。
此
義

至
要

。

こ

れ

は

き

わ

め

て
大

胆

な

主

張

で

あ

る

。

『
止

観

』

で

は

「去

レ
丈

就

レ

尺

去

レ
尺
就

レ
寸

」

と

い

い
、

三

科

簡

境

し

て
五

陰

中

の
識

陰

を

観

ぜ

よ
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と
い
う
の
に
、
本
書
で
は
さ
ら
に

「去
レ寸
就
レ分
」
と
し
て

「本
識
」、

「無
始
梨
耶

一
念
」
を
観
ず
べ
き
と
す
る
。
す
な
わ
ち

『起
信
論
』
に

い
う
真
妄
和
合
の
阿
梨
耶
識

・
梨
耶

一
念
を
観
心
の
対
象
と
せ
よ
と
い

う

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
考
え
る
べ
き
は
、
こ
の
梨
耶

一
念
は
本
書
に

お
い
て
は
真
妄
い
ず
れ
の
義
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
後

の
飯
室
の
静
算
に
は

「梨
耶

一
念
無
明
妄
心
」
の
語
が
あ

　ヱ

る
が
、
し

か
し
本
書
は
こ
の
阿
梨
耶
識

の
真

の
面

は
、
天
台
に
い
う

「如
来
蔵
理
」
と

一
致
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

そ
れ
は
、
日
常
心
の
根
底

の
如
来
蔵
理
を
見
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
り
、

こ
の
説
億
観
真
義
に
傾
斜
し
た
第
八
識
観
説
と
見
な
せ
る
。
故
に
本
書

の
説
は
、
前

の
分
類
で
は
右
の
H
書
に
同
じ
く

(m
)
に
含
む
べ
き
も

の
と
考
え

る
。

J

『三
観
義
私
記
』
長
元
五
年

(
一
〇
三
二
、
七
士

二
才
)
撰

本
書
は

『摩
詞
止
観
』
巻
三
に
拠
る
と
し
て
、
従
仮
入
空
観
、
従
空

入
仮
観
、
中

道
第

一
義
諦
観

の
三
観

の
意
義
に
つ
い
て
、
多
く
の
経
、

論
、
疏
を
引

い
て
、
広
く
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
伝
統

的
天
台
止
観

法
門

の
祖
述

で
あ
り
、
密
教
義
や
、
『
起
信
論
』
説
に
関

説
す
る
こ
と
も
な
い
。
例
え
ば
止
観
に
お
け
る

「
一
念
」
を
問
題
と
し

て

「問
、
約

二円
頓
観
一、

一
念
云
何
具
二百
界
千
如
三
千
世
界
一耶
」
と

の
問
い
を
た

て
る
が
、
そ
の
答
文
は
十
界
互
具
百
界
千
如

の
公
式
論
的

説
明
以
上
に

一
歩
も
出
な
い
。
故
に
こ
の
書
の
観
心
説
は
前

の
分
類
の

(1
)
の
天
台
伝
統
的
観
心
説
を
説
く
も
の
と
い
え
る
。

四

小
結

右
の
検
討
の
結
果
、
覚
超
の
確
実
な
文
献
に
は
、
(1
)
の
天
台
伝

統
的
観
心
説
と
、

(皿
)

の

〈実
相

・
相
〉
観
心
説
と
が
あ
り
、
覚
超

の
強
調
す
る
と
こ
ろ
は

(m
)
に
あ
る
と
い
う

こ
と
が
知
ら
れ
た
。
し

か
る
に
、
後
世
大

い
に
覚
超
義
と
し
て
語
ら
れ
た
、
真
偽
未
決
書
に
あ

る

(H
)
の

〈生
死
最
初
心

・
元
初

一
念
〉
観
心
説
は
、
確
実
な
文
献

で
は
見
当
た
ら
な
い
。
H
の

『六
即
義
詮
要
記
』

の

「梨
耶

一
念
」
観

説
は
こ
れ
に
近
い
が
、
こ
れ
は

(m
)
に
入
れ

る
べ
き
こ
と
は
す
で
に

述

べ
た
。
そ
こ
で
真
偽
未
決
の

(11
)
の
系
統

の
諸
書
に
つ
い
て
考
え

る
に
、
こ
れ
ら
は
要
す
る
に

『起
信
論
』
に
い
う

「無
始
無
明
」
を
止

観
の
対
境
と
す
べ
き
と
の
主
張
で
あ
る
。
覚
超

が

『起
信
論
』
説
と
観

心
義
と
の
関
連
を
考
究
し
て
い
た
こ
と
は

『六

即
義
詮
要
記
』
の
二
年

　　
　

前
の

『仁
王
護
国
紗
』
の
記
述
か
ら
も
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
筆
者

は
上
来

の
諸
書

の
検
討
か
ら
、
(11
)

の
系
統

の
諸
書
を
覚
超
の
撰
述

　　
　

と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
を
も

つ
。
そ
れ
ら
の
諸
書

の
成
立
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
覚
超

の

『起

信
論
』
説
着
眼
に
刺
激

さ
れ
、
そ
の
門
下
や
門
派
の
人
々
の
間

で
止
観
法
門
に
お
け
る

『起
信

論
』
説
位
置
づ
け
を
め
ぐ
り
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、
種
々
の
見
解

が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
諸
説
が
覚
超
に
仮
託
さ
れ
、
そ

の
意
を
述

べ
る
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て
い
つ
た

の
で
は
な
い
か
と
。
ま

た

(m
)
系
統

の
真
偽
未
決

の
F
も
、
こ
れ
も

『起
信
論
』
の

一
念
の
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覚
超
観
心
説
の
諸
相

(窪

田
)

理

を

問

題

と

す

る

の

で
あ

り

同

じ
事

情

の
下

に

成

立

し

た

と

考

え

る
。

1

拙
稿

「都
率
覚
超

の
観
心
義
―

『
観

一
念
抄
』
を
め
ぐ

つ
て
―
」
(印
仏

研

四
五
―

一
)
参
照
。
拙
稿
発
表

後
、
大
久
保

良
順

「日
本
天
台
恵

心
流

七
箇

大
事

の
心
境
義

に

つ
い
て
」
(大
正
大

研
究

紀
要
六

一
)
に

『観

一
念

抄

』
の
言
及
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に

こ
の
論
を
う

け
て
の
弘
海
高
顕

「『
観

一

念
抄
』

に
お
け

る

一
念
心
」

(天
台
学
報

一
九
)
、
同

「日
本
天
台

に
お
け

る
、
介
爾

一
念
と
元
初

一
念

に

つ
い
て
」

(多

田
厚
隆
先
生
頌
寿

記
念

論
集

『
天
台
教
学

の
研
究

』
所
収
)
等

の
論
考

が
あ
る

こ
と
を
知

つ
た
。
彼
此
対

照
す

る
に
拙
稿

の
不
足

の
点

、
ま
た
弘

海
氏

の
研
究
と
重
複

し
て
し
ま

つ

た
内
容
も
あ

っ
た
が
、
見
解
を
異

に
す
る
点
も
あ

る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。

2

『私
用
心
』
に

つ
い
て
は
近

刊

の

「大

崎
学
報
」

一
五
六
号

の
小
論

「覚

超
撰
と
さ
れ

る
観
心
義
文
献

『私
用

心
』

に
つ
い
て
」
を
参
照
。

3

こ
の

こ
と
に

つ
い
て
は
前
注
2
拙

稿

で
ふ
れ

た
。
ま
た

「五
重
簡
境
用

観
」
説

に

つ
い
て
は
仏
全

二
九

・
三
五
〇
以
下
参
照
。

4

『己
心
中
記
』
を
花
野
充
昭

「日
本
中
古
天
台
文
献

の
考
察

(3

)
」
(印

仏
研

二
六

二
―

二
)
は
覚
超
親
撰

と
見

る
が
、
今

は
こ
の
説
を
と
ら

な

い
。

5

『
金
剛
頂

一
切
如
来
真
実
摂

大
乗
現
証
大
教

王
経
』

(大
正

一
八

・
三

一

三
下
)
、

『金
剛
頂
蓮
華
部

心
念

誦
儀
軌
』

(大
正

一
八

・
三
〇

二
上
)
等
参

照
。

6

佐
藤
哲

英

「六
即
義

私
記

の
研
究
」

(龍
谷
大

学
報

三

一
七
)
参
照

7

前
注
1

『多

田
論
集
』
弘
海
論
文
参
照
。

8

『
仁
王
』
諸
注
、
『
瓔
路
』
、
『
維
摩
疏
』
等
を
踏

ま
え

て
の

「私
云
以
二
此

等
文

一、
可
レ
尋

二初

一
念

識
元
品
無

明
無

住
本
等
之
差

一。
観

心
之
要

只
於

只
在
二
於
斯

一」

(仏
全
六

・
一
五

四
)

と

の
注
文

の
解
釈
が
重
要
と
な

る
。

筆
者

は
こ
の
文

の
直
前

に
引
く

『維
摩

疏
』

が
、
無
明

と
法
性

の
関
係

に

つ
い
て

の
別
円
両
教

の
ち
が

い
を
示
す

も

の
な

の
で
こ
こ
で
は

「初

一
念

識
」

の
説

は
別
教
義
と
見
な
さ
れ

て

い
る
と
考
え

る
。

す
な
わ
ち

『
起
信

論

』
的
生
死
最
初
心
観
心
説
を
天
台

の
観
心
義
と
同
致

と
す
る
の

で
は
な

い
と
理
解

す
る
。

9

前

注
1
拙
稿
で
は
B

『観

一
念
抄
』
を

一
応
覚
超
作
と
し

て
扱

っ
た

が
、

今

は

こ
れ

を
疑
う
。

こ
の
書

の
撰
述

意
図

に

つ
い
て
は
な
お
考
究

す

べ
き

で
あ
る
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

覚
超
、
天
台

止
観
、
元
初

一
念

(顕
本
法
華
宗
教
学
研
究
所
所
員
)
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